

























































1) rフランス語、90j ， ]の Ex. 1 には， I カセ ';1 トで 1 - 6 を Im~ 、て，それぞれがおj応する絵の
( )に数字を書き入れなさい。( 3 人のグループで)j という指示があり， a ラジオのニュース，




柏刷珠子 「フランス語教授プログラム l~lH6研究(中 1m報告)j rフラシス語教育J No. 13, 1985. 
pp. 17-23. 
向上 「フランス訪教授プログラム開発研究 (86年度版試作教材)j rフランス語教育.1 No.15、
1987. pp. 18-23. 
なお fフランス語教育を考えるっと L 、 J の記録 No. l:~ に柏|制珠子，北村JJI，熊野真規子，中
村啓佑による綬業報告がある。
2) Alおお・llll c(' の Unité 1 は，次のような設問から始まる。
(Ecoutez la cassette. Combien y a-t-il de langues di{f駻en(es? Mettez une croix dans 
la grille chaque fois que VOllS entenclez du franc;ais.). 
3) '11村啓佑 「品二はどのように;古川;にかかわるか一フランス語教育における i!? の|!!同盟 (4)ーj，第








ること J ， í表現すること」へとつながってゆく。
発音練習を遊ぶ もちろん，選んだり青を聞き取ったりすることは特に日新
しいものではなL、。これに対して，より積極的なかたちで、遊・び、を導入しようと




力に訴えようとしている。 [iJ / [yJ / [uJ の比較練習の課では「額の真ん中
に，まんまるくした唇があると惣像してごらん。そこから，キッスやシャボン
玉のように軽く，軽く [YJ の音が出て来ますj と言う具合である。背のイ
メージをつかむために，クラスを [iJ / [y] / [uJ の 3 つのグループに分け，
グループ別々に発音させたり 2 つのグループ， 3 つのグループを同時に発音
させたりする (Chorale) や，大きな港をfE1像して [uJ のグループには汽笛を，
[yJ には金属のはしごのすれる音を， [i] にはかもめをまねさせる (Théátre
de sons) のような試みもある九
後に続く {GAMME}6l というコーナーでは，発音練習は dialog問の形を
とっており，各練習のグループは，ある一定の感情や態度でまとめられ，
{Curieux} , とか (Surprenant) とかのタイトルが付けられている。従って，
側々の青と|司H寺に，感情や態度と街接に結び付いたイントネーションを学べる
ようにもなっている。が，遊びの要素がし、ちばん明Il)jtに現れるのは，文字通り
{RECREATION)7J のコーナーである。ここには， (DevÎnette) , (Teu de 
4) Massia KANEMAN寸〉りUC;ATCH ('t Elisabcth PEDOYA-(;t九MIERTIERE: Plaisit・ (ks
川1/S Ens(,igll l'l)l('1/{ dcs 川IIS du frall('<lis. ALLI八NCE FIミANÇAISE. llATIER I DIDIER l~)おり.
この教材につレては，小石'I'~}から第 4 I副の I~enωntrt~s p{od..gogiques dl J¥.ansa? (I~l jJ.tj フラシ
ス詰教育研究会)で紺介があった。 Bullelin に附 1ji. なレジュメがある. S.山))・1I J\. ()I お111 (Le 
Plaisir des 日ons) ， i n RI'lI(，() l山町、 No. 4. 1990, p. 2!). 
5) l日~~l:.H~:: pp. 16-17. 




フランス語力がないとできない練習も多いが， [y] と [ll] の 2 グループに分




























8) NHK 大阪文化七シターの， \，、わゆる成年クラス約~()れやゲストとしてj佐びを見せてくれたの
は.1 t'an -Paul H()NOI{E 氏である。
26 
を兼ねている。一方は，まず小さな声で (Bonjour !)を言う。相手は聞こえな
いふりをする。 2 度目は普通の声で言うが，それでも聞こえない。 3 度目は，
これ以上無理だと思われるくらい大きな声をだすと，相手が気付くとし、う段取




当大きな声を出す必要があろう。 (Bonjour !)と何度か呼び掛け， (Ah , c'est 




で呼び掛けるか， vous を使うかなど， niveau de langue についての知識を必
要とするだけ最初のものよりは復雑である。説明ではわかりにくい niveau de 
langue も役割をj寅じた後， どこがおかしいかを指摘されて，身をもってわか
るであろう。こうした，言語行為の Exercices は， Guide ρratiq ue de la COIJl ・
















10) Alan CHAMHEHLA1N et Ross STEELE: Cllhier d'acIﾎr.il? d/l (Guidc j>raliq町 dl' /a 

































「どうしても!阪な人は時I しw るよう J に言う o -J1..!に. I成制に|刻係しなし、」ことも言っておく)]が
し、し‘ o
12) プレイ rlJ に忘れたら，教師がプロンプターの役訓をすればよ L 、。
13) 大阪教育大学 2 回生の白山選択クラスで.学(1" 数は20名前後。
28 





























14) ドrancis J)EBY日EJ{: L '1m l1l('/(b!(', HACHETTE / BELC l~附(ì.
.kan-M;t1'l' C八RJ，:: 1/(',\: HACJ-IETTE / BELC l~以().



























15) 上記の教材のマニコアルであり.作成の~!j!論1'10背訟を日}l_ 1珂しているのが， .l(:'an-Marc CAJﾜ: (:'t 
Francis DFHYSER、 Simu 101 ill glll (Jult'，・~， 1984, BELC である。
{PI'O刀可o吋》リjet cω011 ぞれ('t川.吐付if， la s山叩Illll山tiol1 εgl ο bale est 1111 SUpP(灼川【01川川I口t I口Ill t企Mω‘寸叫thodい川4り川11山I(咋Jque‘ qui pellt é仇仙tr(:' i 川〈唱叩lT 1 
pluち J c:'1I 1 只 types d・{"nSt'lμ l1ements t'l assoeit，・ち 九 d 、lIutres mllt~'ril， ls diclaetiquf's (malllle1円、
méthodes) , p‘1. 
16) (La 日叩i比tll ，礼川t川titりIII globa刈刈.1ぞ tぞ刊州唱引8t II山山1Ilt' te叩nta川u山ti vt:、 d(. reconち州tn川'\川llt'川t'け，Iion d¥me p>a日げr刊川't叫it， d小山III Ill()n(ι恥 , d'、u川1
tいi ヒrdぞl'l'alité) Sil1lulllliOIl ，;Iobat的、Jl， :t 
17) L '1m 1111'11 b1t'.、 pp， 111-17, 
18) (La simulation globale :川Irt' r馘 et i川崎inaire) という小見出しがっし、て L 、る。 Silllll!l山011































ただ， ここにあるのは簡11略Hl陪告な授業報告， 初研研f究会卒羽報I~れf告!片7にすぎないo いわば石却刷研j河丹f与ザヲヲ究.E Z 
の「出|



























を教えて下さったのは Patrice J ll LlEN 氏 資料提供と本論について助言をいただい
たのは Jean-Paul HON(削:氏である。この坊を借りて厚く感謝する。
(M. 1967 追手門学院大学教授)
] 9) 附却にできる遊び一般については. Pntrice .l ULlEN、 Act i1 .it i's llldiqucs. CLE international、 19附
がある。
